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抄録 : 児童労働は、子どもから学校へ通う権利を奪い、子どもの健康を害する。また世代間にわたる貧困の連鎖を促進する
ものであり、決して許されるべきものではない。しかしながら、現状が当面変えられない状況が続く以上、インドネシア政
府ならびに支援団体であるNGOは児童労働経験者のレジリエンス育成を行うことで、子供たちへの発達的教育的介入も
可能となる。本研究は以下を目的とする質問紙調査を実施した。すなわち、児童労働経験者と児童労働未経験者を比較し、
双方のレジリエンスの差に影響があると考えられる自尊感情要因、および環境要因の相互関連を明らかにすることを目的
とする調査研究を組んだ。過去の過酷な児童労働経験や家庭環境が与えるレジリエンスの増減とそれに関連する要因の比
較を行い、現状の把握・分析と課題の抽出を行う質問紙調査をバリ島の児童を対象に実施した。調査の結果、児童労働を経
験し、自尊感情が高い子どもほどレジリエンスも高くなることを示唆している。
（別刷請求先 : 片岡曜子）
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緒言
本研究で調査分析するレジリエンスは、心理学的、臨床
社会心理学的諸研究で検討されてきた知見に依拠してい
る。レジリエンスの研究については1955年にハワイの貧
しい島であるカウアイ島で開始された「カウアイ島30年追
跡研究」という有名な研究がある。劣悪な環境下において
リスクを背負う子ども達の場合、一般的に、メンタルヘル
スや精神障害、非行、学習上の問題などが子どもの健全な
発達にさまざまな悪影響を及ぼす危険な要因であると考え
られてきた（菅原, 2012）。しかし、「カウアイ島の縦断研究」
の結果により発達全てにわたって必ず悪影響を及ぼすとま
ではいえないことが明らかとなった（Werner, 1993）。
また、小塩・中谷（2002）は、苦痛に満ちたライフイベント
を経験したにもかかわらず自尊感情が高い者は、そのよう
な深刻な経験をしたのち自尊感情が低い者よりも、レジリ
エンスが高いことを報告している。しかしながら、レジリ
エンスに関する研究は多く行われてきたが、児童労働と
レジリエンスの関係に注目する研究はほとんど行われてこ
なかった。
諸研究の検討をふまえ、以下を目的とする質問紙調査を
実施した。すなわち、児童労働経験者と児童労働未経験者
を比較し、双方のレジリエンスの差に影響があると考えら
れる自尊感情要因、および環境要因の相互関連を明らかに
することを目的とする調査研究を組んだ。過去の過酷な
児童労働経験や家庭環境が与えるレジリエンスの増減とそ
れに関連する要因の比較を行い、現状の把握・分析と課題
の抽出を行う質問紙調査を、バリ島の児童を対象に実施し
た。レジリエンスは個人内で発達・促進が可能なものである
（田中・兒玉 , 2010）。この調査により、どのような資質を高
めることで危機的状況から対処・復元力を促進できるかを
明らかにし、レジリエンスを育てる手がかりを探る第一歩
として、貧困環境の児童労働経験に起因するレジリエンス
や自尊感情の関係性を探究するために本研究を行った。
児童労働は、子どもから学校へ通う権利を奪い、子ども
の健康を害する。また世代間にわたる貧困の連鎖を促進す
るものであり（林 , 2007）、決して許されるべきものではな
い。しかしながら、本研究では児童労働の全てが問題であ
るとしているわけではない。東南アジアにみられる児童労
働問題と貧困環境の典型的様相がインドネシアにみられる
と思われるが、本研究では児童労働を過去に経験してきた
ことで何か少しでも優位となる心理特性がそうした児童に
示された場合、一概には児童労働の全てを否定できない側
面が見えてくる。
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児童労働そのものは近い将来根絶していかなくてはな
らないものの、現状が当面変えられない状況が続く以上、
インドネシア政府ならびに支援団体であるNGOは児童労
働経験者のレジリエンス育成を行うことで、子供たちへの
発達的教育的介入も可能となるはずである。困難な環境下
であっても折れない心を育てる方法の探求は、インドネシ
アのみならず日本においても教育的な側面や子どもの貧困
を理解する上で、今後最も重要な問題となる。また、児童
労働問題における不幸中の幸いな側面にも新しい角度から
光をあてる意義があるのではないだろうか。これまでの
議論の一端を再考し、今後の実践的解決を促進するための
新たな研究課題を見出したい。
研究対象と方法
1．調査対象者
本研究の対象者は、発展途上国であるインドネシア・
バリ州の南東部に位置するギャニャール県において、絶対
的貧困環境のなかで生活をしてきた児童養護社会施設
（PSAA）を利用している児童生徒と、県立中学に通う一般
家庭の生徒である。
児童養護社会施設の利用者は6歳から19歳までの男女
計78名（男性29名、女性49名；平均年齢13歳）である。困
窮家庭環境により14歳未満までの間に物売りなど児童労
働を行ってきた経験のある児童・生徒に協力を依頼した。
一方、一般家庭児童はギャニャール県ウブド村の
Peliatan中学校に通う126名（男子41名、女子85名； 平均
年齢14歳）である。これら一般家庭児童の対象者は過去に
学業中断や児童労働経験のない生徒であり、両親のもとか
ら郡立中学校に通っている。
2．調査手続き
「フェイスシ トー」、「レジリエンス尺度」古田・村田（2011）、
「Rosenberg自尊感情尺度」Mimura and Griffths（2007）を
用いた無記名自記式質問紙調査を実施した。調査用紙は
日本語版をインドネシア語に翻訳したものを用意し、イン
ドネシア語訳にあたっては日本企業に勤める日本国籍の
元インドネシア人に協力を求めた。
児童養護社会施設利用者における調査期間は2014年3月
28日・29日、2015年3月25日・26日で、この時期にインド
ネシア・バリ州ギャニャール県に存在する、児童養育社会
施設 「Yayasan Widya Guna」を訪れ、施設内において質問
紙調査を行った。
一方、一般家庭児童の調査期間は 2014年4月1日・2日
にウブド村peliatan中学において無記名自記式質問紙調査
を行った。
調査対象者には、調査に参加しない場合や参加を中止す
る場合でも何ら不利益を被らないこと、またいかなる場合
においてもプライバシーが保護されていることについて
十分な説明をし、記入後その場で回収した。有効回答率は
100%であった。
3．統計処理
独立変数を児童労働経験の有無と自尊感情尺度得点低
群・平均群・高群の3群、従属変数をレジリエンス尺度得点
とする対応のない、それぞれ1要因または2要因分散分析
を行なった。分散が有意（p<0.05）の場合は、Bonferroni法
により多重比較を行い、危険率が5%未満（p<0.05）の場合
は有意差があるとした。
結果
1．児童労働の状況
図1に示すように、インドネシア・バリ州ギャニャール
県の児童養育社会施設「Yayasan Widya Guna」の子どもに
ついて、就労開始年齢でもっとも多かったのは7歳から8
歳で、全体の半分の50%を占めていた。2番目に多かった
のは9歳から10歳までの子どもで、全体の40%であった。
したがって、日本の小学校に置き換えた場合、低学年から
中学年の段階で児童労働を始めた子どもが全体の90%を
占めていたことになる。
図2は、児童労働経験者の就労当時の職業を示した。
路上での物売りを仕事としていた子どもが最も多く、全体
図1． インドネシア・バリ州、ギャニャール県の児童養育社会
施設「Yayasan Widya Guna」における児童労働経験者
の労働開始年齢
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の73%を占めていた。次いで、物乞い14%、レンタカーな
どの洗車を職業にしていた子どもは6%と、路上での物売
り以外は比較的少数であった。しかし、全体の93%の子ど
もが路上での活動を行い、裕福な現地人や外国人観光客な
どを相手にした労働に従事していた。
2．児童労働経験者のレジリエンス尺度と自尊感情尺度
「自尊感情尺度得点が高い者は、自尊感情尺度得点が
低い者よりもレジリエンス尺度得点が高く、さらにそのよ
うな場合、自尊感情尺度得点が高い児童労働経験者は、
過酷な環境に置かれているにも関わらず、児童労働未経験
児よりもレジリエンス尺度得点が高い。」以上の仮説を
検証するために、自尊感情尺度得点における調査対象者の
群わけを行った。
自尊感情尺度得点、各項目の得点（1～4）を合計し、平均
値から±SDラインを基準に低群・平均群・高群に三分し
た。独立変数を自尊感情尺度得点低群、平均群、高群要因、
従属変数をレジリエンス尺度得点とした対応のない1要因
分散分析を行った。Tukey HSD法の検定による結果、統計
的に有意な主効果が認められ。［F（2,201）＝5.51, p < 0.01］。
また多重比較の結果、自尊感情尺度得点高群は自尊感情
尺度得点低群、平均群に比べレジリエンス尺度得点が有意
に高かった（低群<高群 p<0.01、平均群<高群p<0.05）。
一方、低群と平均群の間には有意差は認められなかった。
続いて、児童労働経験の有無および自尊感情尺度得点低
群・平均群・高群の違いによってレジリエンス尺度得点の
平均得点に差があるかどうかを検証するために、独立変数
を児童労働経験の有無と自尊感情尺度得点低群・平均群・
高群の3群、従属変数をレジリエンス尺度得点とする対応
のない2要因の分散分析を行った。
表1に示すように、自尊感情尺度得点低群・平均群・高群
要因における児童労働経験の有無要因の単純主効果は、
自尊感情尺度得点高群のみ有意であった［F（1,198）＝13.19, 
p < 0.001］。Bonferroni法による多重比較の結果、自尊感情
尺度得点高群において、児童労働経験あり群が児童労働経
験なし群よりもレジリエンス尺度の平均得点が有意に高
かった。
これらの結果より、児童労働を経験した子どもほど自尊
感情が高く、さらにレジリエンスも高い傾向を示すことが
明らかとなった（表2）。
表1．レジリエンス尺度得点
自尊感情 SS DF MS F P-value
低群
対比 .25 1 0.25
0.01 0.19
誤差 3643.10 198 18.40
平均群
対比 3.55 1 3.55
0.19 0.66
誤差 3643.10 198 18.40
高群
対比 242.74 1 242.74
13.19 0.01
誤差 3643.10 198 18.40
従属変数：レジリエンス尺度得点。* F値は経験の有無の多変量効果を検定。
表2．児童労働経験の有無ペアごとの比較
自尊感情 経験の有無 経験の有無 平均値の差 標準誤差 P 値
低群
経験あり 経験なし -0.23 2.00 0.91
経験なし 経験あり 0.23 2.00 0.91
平均群
経験あり 経験なし 0.33 0.75 0.66
経験なし 経験あり -0.33 0.75 0.66
高群
経験あり 経験なし 5.71* 1.57 0.01
経験なし 経験あり -5.71* 1.57 0.01
従属変数 :レジリエンス尺度得点。* p < 0.05水準で有意（Bonferroni法）。
図2． インドネシア・バリ州、ギャニャール県の児童養育社会
施設「Yayasan Widya Guna」における児童労働経験者
の職種
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考察
全世界には、児童労働を行う子どもたちが大勢いる。
2010年国際労働機関（ILO）が発表したグローバルレポート
『Accelerating action against child labour（反児童労働行動
の加速化【児童労働に抗う行為の速やかな促進のための報
告書】）』によると、世界全体で、2000年の児童労働推計数
2億 4600万人と比較して、2012年では約 3分の 2の 1億
6800万人と急速に減少している。しかしながら、この児童
労働者数は5歳から17歳までの世界中の子どもの人口の
10.6 %にあたる。
インドネシアでは、行商・清掃員・タクシーなどのフォー
マル部門の収入と物売りや物乞いなどのインフォーマル部
門の収入を比較すると、インフォーマル部門の収入の方が
高い（嶋田 , 2007）。このような傾向は、インドネシアにお
いては「相互扶助」や「喜捨」を奨励するイスラム教やヒン
ドゥ教が軸となるため、宗教の影響が大きいのではないか
と考えられる。当然のことながら、「児童労働は撲滅すべ
きものである」という思いから、私自身インドネシアで
10年間にわたり児童労働を行う子どもたちの保護活動を
行ってきた。しかしながら、ILOが発表した上記の児童労
働者数の報告にもみられるように、インドネシアをはじめ
とする発展途上国では、現実的な諸条件の制約のなかで
児童労働がまだまだ根絶不可能であるという状況にある。
そのため支援を心がけるインドネシア政府やNGO団体も
その現実を受け止めざるをえない側面がある。つまり、
好ましくない現状とはいえ、貧困や児童労働という過酷な
環境の中で、彼らの労働は何よりも自分と家族が生き延び
るためにやらざるをえない生活活動のひとつということが
できる。そうした児童労働の過程で、児童たちが心の復元
力を身につける可能性も存在するのではないかという点に
本研究は注目した。
レジリエンスの定義は、Grotberg（2003）が述べたように、
「逆境に直面し、それを克服し、その経験によって強化され
る、また変容される普遍的な人の許容力」である。自尊感情
は自分の行動に自信や誇りをもつこと（弓野，2008）である。
本結果が示したように、自尊感情尺度得点高群におい
て、児童労働経験あり群が児童労働経験なし群よりもレジ
リエンス尺度の平均得点が有意に高かった点は注目され
る。児童労働を経験した子どもほど自尊感情が高く、さら
にレジリエンスも高い傾向を示すことが明らかとなったの
である。
本調査結果から、児童労働を経験してきた子どもが逆境
を乗り越える経験を幾度もしてきたことで、彼らは自尊感
情への認識を持つことができ、さらにレジリエンスが高め
られたということが示唆された。児童労働経験により困難
を乗り越える力が自然と経験の中で養われたと考えられ
る。高い達成感・達成能力は一つひとつの成果を獲得する
ことによって得られ、その結果として、他者から正当な評
価を与えられることに付随して得られることが報告されて
いる（大南，2005）。すなわち、児童労働経験者のように困
窮家庭環境の子どもが社会に出て収入を得て、大人の一員
として家族を支えてきた経験が「自分は家族の役にたって
いる、必要な人間だ」という気持ちを育て、さらにそれが、
自尊感情となったことでレジリエンスが養われたのではな
かろうか。
松尾・前田（2015）は、「自ら他者との関係性を持つ力は、
自分を信じる力であり自己肯定感の高さを表している。
自ら積極的に他者と関わり、乗り越えるという成功体験を
積み重ねることで、高得点群は自己効力感を高め、自信や
ポジティブな思考を獲得している。失敗を恐れず、物事を
ポジティブにとらえる思考」がレジリエンス獲得の要素で
あると述べている。本研究対象者においても、労働をおこ
なう環境下で、児童労働を行う仲間同士の対人関係、警察官
との言葉の駆け引き、外国人観光客との英語を用いた
コミュニケーションなど、一般家庭の児童が普通では経験
をすることが少ないあらゆる経験を積んできた。すなわち、
子ども困窮生活環境に置かれた場合、今すぐ避けられない
逆境であるならば、自分をとりまく環境を正面から受け入
れ、目の前の苦境にぶつかりながら乗り越えることで、レジ
リエンスが獲得されると考えられる。また、松尾・前田
（2015）が示唆したように、対人関係やコミュニケーション
などのさまざまな体験を通して家族以外の社会とのつなが
りを形成していくことや、自分の能力や存在価値に自信を
持つことでレジリエンスという「折れない心」を新たに獲
得することができたと考える。このように、苦労の後には
必ず獲得されるものがあるという考え方は非常に魅力的で
はないだろうか。
一方、杉本・櫻井（2009）は、児童労働は就学を妨げる
だけでなく、その健全な成長・発達や健康にとって有害で
ある場合が多いと報告している。そのため、児童労働経
験者は、一般的な発達段階にみられる特徴の一部が発現
しにくい可能性があるという問題点も存在している。
彼らは、困難な経験の中で得た収入と引き換えに子ども
らしい時間を失ってきた損失が生じているわけである。
本研究の範囲では、こうした問題を扱っていないが、調査
対象とした児童労働経験をもつ子どもたちの今後の発達
の変化を丁寧にみて、分析していく研究がさらに必要と
なろう。
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結論
本研究が対象として児童労働経験者は、レジリエンスと
いう「折れない心」が高いという結果が得られた。児童労
働を経験した子どもたちを支援する場合、本研究から次の
ような点が示唆されるものと思われる。すなわち、彼らが
示すレジリエンスの度合いを心理学的に知る作業をまず行
う。そして、その度合いが相対的に低い児童が見いだされ
た場合、彼らに対しては、自分はある程度役に立つところ
があるのだという自己認知を促進し、彼らの自尊感情や新
奇な事態に関与する態度を育成する。
児童養育社会施設や児童労働者に携わるNGO団体など
は、このようなエンパワーメントや支援をおこなうことに
よって、彼らのレジリエンスを高めて行くことができうる
であろう。そうした関わりを心理学的に有効なやり方でど
のように行なって行くか、という問題については、本研究
結果を基礎にしたさらなる研究が必要であり、今後の課題
としたい。
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Research on Risk Experience and Resilience of Child Labor  
in Poverty Environments
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Abstract : Child labor deprives the right of children to attend school and is harmful to the health of children.  It also 
promotes poverty through generations and must not be tolerated.  Although, in Indonesia, the current situation cannot 
be changed for the time, resilience education is possible for the children who have experienced child labor through the 
intervention of developmental education by the Indonesian Government and the NGO support organization.  The present 
research was prepared for the purpose of clarifying the mutual relationship of the self-esteem factor and the environmental 
factor influence on resilience for both those who have experienced child labor and those who have not experienced 
child labor.  The effects of harsh child labor experience in the past, the home environment and the relating factors on the 
resilience were compared and analyzed the current situation in the children of Bali as the subjects.  The results of this 
study suggest that the children experiencing child labor showed higher self-esteem and the higher the resilience than those 
experiencing no child labor.
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